








要約:この研究班の判定基準にしたがえば,幼児期の肥満はおおよそ3から10%,学齢期の肥

満は 5から 10%である。高コレステロール血症の頻度は 3から 10%である。高血圧は幼児期,

学童期を通じて 2から 3%である。肥満度,総コレステロール値,血圧には学齢期以降でトラ

ッキングの傾向があった。幼児期の食塩摂取量の簡便な評価法が検討された。危険因子の

追跡調査について各研究協力者は今後 6 年以上にわたり,同一地域同一対象者の各種危険

因子について追跡調査が可能だと答えた。 


